
違法伐採問題の経緯

1998年５月 英国で開催されたＧ８外相会合及び首脳会合
世界の森林に関する行動計画である「Ｇ８森林行動プログラム」（違法伐採対策を含
む）について合意。

2000年７月 我が国（沖縄）で開催されたＧ８首脳会合
「輸出及び調達に関する慣行を含め、違法伐採に対処する最善の方法について検討」
する旨の首脳声明について合意。

2002年６月 カナダで開催されたＧ８サミット首脳会合
小泉総理から、違法伐採問題への取り組みを強調したＧ８森林最終報告書（専門家会
合報告）を歓迎し、その実施も重要である旨発言。

2002年９月 南アフリカで開催された持続可能な開発に関する世界首脳会議（ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ･ｻﾐｯﾄ）
森林法規の実行、林産物の違法な国際貿易への対処等、違法伐採への国際的取組の必
要性を強調した実施計画を採択。また、「アジア森林パートナーシップ」を正式に発
足。

2003年６月 日本とインドネシアの間で、違法伐採対策のための協力に関する「共同発表」、ア
クションプランに関係閣僚が署名。

2003年６月 フランスで開催されたＧ８首脳会合
小泉総理から、違法伐採対策のための国際的取組が重要である旨発言。また、「違法
伐採の問題に取り組むための国際的な努力を強化するとの決意を確認した」旨を明記
した議長サマリーを公表。

2004年７月 米国で開催されたＧ８首脳会合
アジア森林パートナーシップ等を通じた持続可能な森林経営及び違法伐採対策の促進を含
む「持続可能な開発のための科学技術Ｇ８行動計画」を採択。



我が国の違法伐採対策

アジア森林
パートナーシップ
（ＡＦＰ）

アジアを中心とする諸国、国際
機関、NGO等が参加し、違法
伐採に関する次の分野で協力
・違法伐採対策のガイドライン
の策定

・輸出国における木材の追跡能
力の強化

・違法伐採に関する情報交換、
研究、啓発活動

・違法伐採材の輸出入を廃絶す
るための手段の開発

・違法伐採木材の規制システム
の実証
・輸出国、輸入国双方における
木材貿易データの不一致に関
する調査
･ アジア森林パートナーシップ
の活動の強化のための国際会
議の開催

インドネシアにおける違法伐採問題に関する日・インドネシ
ア間の協力
・合法伐採木材の確認･追跡システムの開発
・市民社会も参画した同システムのモニタリング
・違法伐採木材の流通・貿易からの排除方策の研究
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アクションプラン策定
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技術開発に対する支援
・衛星データにより伐採状況を把
握するための技術の開発
・木材輸出国における木材トレー
サビリティー技術の開発

違法伐採対策協議会の設置
・我が国の木材業者、NGO、消費
者団体の参加。

・国際的な違法伐採に関するシン
ポジウムの開催

参画・支援

インドネシアで生産される木材の50％以上が違法伐採木材
であるとの報告。（英・インドネシア政府の共同調査）

「違法伐採」の国際的定義は存在しないが、一般的に、
それぞれの国の法律に反して行なわれる伐採を指すもの
と考えられている。

日 本
国際熱帯木材機関
（ＩＴＴＯ）


